
 

 

＜別紙２＞ 

ＣＯ２排出原単位の2008年度実績について 

 

■2008年度のＣＯ２排出原単位は、0.332kg-CO2/kWh 

 

   2008年度は、2007年度に引き続き柏崎刈羽原子力発電所が停止していましたが、福

島第一・第二原子力発電所の安全・安定運転や火力発電の効率的な運用により、2008

年度の実ＣＯ２排出量は12,070万tとなりました。さらに炭素クレジットの活用など

により、「地球温暖化対策の推進に関する法律」（事業者別排出係数）に基づく、東京

電力の2008年度実績（調整後ＣＯ２排出原単位）は0.332kg-CO2/kWhとなりました。 

  

 

 

以 上 

 

※１ 炭素クレジットを反映した調整後の値 

※２ 炭素クレジットを反映する前の値 

1990年度 2007年度 2008年度 前年度比

0.332 -22%

(0.418) (-2%)

9,590 -24%

(12,070) (-5%)

販売電力量 （億kWh） 2,199 2,974 2,890 -2.8%

（*2）　排出原単位に換算すると0.304kg-CO2/kWh程度となります

（*1）　2008年度の実績は、「地球温暖化対策の推進に関する法律」に基づき、炭素クレジットを反映した調整後の値
　　　　（）内は炭素クレジットを反映する前の値

実　　績（年度） 将来目標
2008～2012年度
（５年間平均）

ＣＯ２排出原単位（*1） 0.380 0.425

ＣＯ２排出量（*1） （万t-CO2） 8,360 12,650 -

-

（㎏-CO2/kWh） 1990年度比20%削減（*2）


